











酵素液の調製、玉葱エキス〈玉葱l.kg水2りに熊糖5%N払 NOa0.5% K， HPO. 0.25 
% NaH2 PO. 0.25%添加した培養液を 15Om1.容の三角瓶に3Om1.加え、二白金耳のl菌糸を





%水溶液t!:Nj5 Ba(OH)，溶液を所要量よりや L過剰に添加し、 2日間室温に放置して鹸化し、
H， S04 t!:て pH7.0となし、ペクチン酸パりユーム及 BaS04を措別し、 500Ct!:於て興宗濃













反様、液の組成友傍件を次の通りにした. gpち 1%基質溶液 13.3m1，Michaelisの acetate
buffer 1.0m1，酵素液 3.0m1，水を加えて全容を 20m1とたず.pH5.0， 350C.但しヒドラー
.トセル旨ーゼは0.64%の分散液を用い、 R.triticiの酵素液は1.5mlを加えた.反感液 2.0m1
(110) 【農学研究第40巻第2号 110-112頁 1952)
を取って還元糖を定量した.結果を第1表に示した.
第1要の結巣が示すように殆ど全部の菌種がpolyga}acturona記， arabanase， galactanase， 
xylan踊e，cell叫a艇を生産する.ペタチン質の含有量の少い禾本科植物を侵害する病原菌が特
















ば!品クチン及jfラク及tfラク トセルロ キUランセルローF ll-:/混合 ll-:/浪令 ズ物A 物B --lr 
hr 国 l 11¥1 ml ll ml ml 
12 0.60 0.l1 (.19 0.09 0.05 0.07 
23 0.83 0.18 0.32 0.16 0.08 0.12 
連8 1.10 0.28 0.45 0.!:l0 0.13 0.19 
12 0.65 0.08 0.10 。 9.02 0.11 
23 1. 23 0.15 0.18 。 0.04 0.1¥1 
48 2.24 0.29 0.32 。 0.09 0.33 
12 0.36 0.52 0.:'1 0.05 0.12 0.11 
22 0.67 0.86 1.17 0.09 0.20 0.19 
4!l 1.06 1.16 1.85 0.12 0.43 0.43 
12 0.40 0.24 0.31 0.19 0.17 
22 0.71 0.43 0.50 o 35 o 23 
46 1.14 0.69 0.92 0.48 0.36 
12 0.51 0.66 0.79 0.38 0.71 
21 0.94 0.91 1.18 0.48 1.08 
48 1.85 1.61 1.86 0.58 1.52 
. 
12 0.02 0.09 0.26 0.10 0.11 
24 0.02 0.17 0.48 0.17 0.18 
46 0.03 0.30 0.69 0.21 0.29 
12 0.02 0.10 0.08 0.10 (，.05 
22 0.04 0.18 0.14 0.16 0.09 
48 0.05 0.30 0.27 0.20 0.14 
12 1.98 0.35 0.31 0.37 0.13 
24 3.08 0.52 0.46 0.60 0.19 
48 4.7l 0.69 .0.60 0.78 0.24 














- 55ー (111) 
反感液の組成及僚件は衣の遁bである.];)ectina院の場合は2%ベタチン酸F溶液 66ml.
acetate buffer (pH 5.0)叉は0.4穆酸アンモン・慈竣混合液 (pH5.0)2.伽nl，G. ka~akamii 
の酵素液 6.0ml叉は R.triticiの酵素液 15ml，水を加えて全容を 20mlとする.pH 5.0 
350C. proto~tina艇の場合は acetate buffer (pH 5.0)叉は 04N諺酸アンモン ・葎酸
混合液 (pH5.0) 2. Oml，簡素液として、 (a)G. kø.w~ké;;mii 6.0ml (b) R. tritici 1.5ml 





下 9h総r. m民eration1の2h程r.度6hr. 
G. ka.wal曲 ni iωO.4Nぬ著書b酸u仇アrν O 仰 (1) 
0.442(1.14) 土
毛 V穆酸混合液 0.233 0.376 + 
R. tritici 1:コ4EtaNte蓄b酸u任アer 0.313(0.36) υ.426(0.54) -ttc+) 
V 苦手〆司書酸混合液 0.248 ひ.31.2 itト 柵
G 叫 amii{叫匂buffer * R. trit~i iO.4N蕃酸ア V苦ン慈陵混合液 世+ fI+ 
陸 両首種共 pectin'es包:ra.seなし・( )内は還元力の槍知念 2m!に対する 10消費量mlで以て示した・
第7報に於てR.tritici及 P.expansumの菌糸抽出液を用いて実験し、粘度によって
測定した pectina院の活力と protopectinase作用の強さが平行するようκ述べた. しか
し第四報では、 トマトの酵素液は粘度よ b測定した pectina記の活力が大であるにも拘ら
守、 protop配 tina艇の作用のない事が認められた.叉第2表の結果では、粘度よ b測定した
pectinaseの活力を大同体じように調節して比較した場合、 R.trit記iの方が G.kawakamii 
よ!Jprotopo戸ctina田の作用が強い.悲酸アンモンを添加した場合も同横な結果であった.
従って第7報の推論は誤bであ b、粘度よ b測定した pectina田の活力と protopectina記作
用の強さとは必やしも平行するとは限らない.しかし protopectinaseの作用は不均質反擦で
ある錦、之よ b簡単に、 protopectinaseと pectin槌eは異った酵素であるという結論は出な
いと思う.
第 1表に於て、 pectinase以外の polyaseは R.triticiよbも G.kawakamiiの方が活力
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